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寸
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叫
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兼
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て
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1鵬

を
養
ひ
、
赤
る
登
方
面
か
ら
見
れ
ば
立
派
な
理
論
家
で
あ
る
、
こ
も
言
へ

る
・
が
・
し
か
し
玉
壷
の
方
面
よ
ケ
見
れ
ば
、
自
分
の
室
を
「
天
文
實
験

所
（
コ
署
8
”
博
。
諸
国
ざ
套
。
量
）
」
ご
名
づ
け
、
多
《
の
助
手
を
督
し
、
自

ら
も
汗
し
て
窟
眞
の
測
定
に
画
工
し
た
こ
ご
な
津
、
確
か
に
秘
密
家
こ

し
て
の
性
格
も
備
へ
て
る
る
。
そ
れ
故
、
吾
人
は
彼
れ
を
一
片
の
理
論

家
こ
の
み
唱
へ
た
（
な
い
。
1
實
に
オ
ラ
ン
ゲ
一
國
の
み
な
ら
す
、

世
界
の
た
め
の
一
塁
オ
こ
し
て
、
其
の
人
格
こ
ぞ
の
業
績
ご
は
永
（
歴

史
上
に
記
念
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
昨
年
、
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
大
酒
を
退
い
て
退
引
し
た
が
、
爾
其
像
生

」
を
ラ
イ
デ
ン
大
周
の
研
究
室
に
於
い
て
邊
る
警
で
あ
っ
た
。

　
自
分
は
、
今
年
、
大
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
百
年
に
際
し
、
わ
が
カ
ソ
ク
イ

　
ン
を
思
ふ
て
、
彼
此
大
に
相
通
す
る
の
奇
な
る
を
見
る
の
で
あ
る
。
鄙

ち
カ
プ
イ
タ
ン
の
タ
イ
プ
星
表
は
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
ス
ー
タ
ゲ
ー
ジ
．
こ
其
・
精

．
紳
に
於
い
て
相
近
（
、
叉
、
前
者
の
二
大
星
流
国
見
は
後
者
の
太
陽
、
蓮

動
褒
見
こ
並
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
時
代
に
壷
百
年
の
前
後
の

差
が
あ
う
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
は
素
人
天
文
家
た
う
し
に
肥
し
、
カ
プ
タ
イ

ン
が
始
め
か
ら
職
業
的
天
文
．
家
た
り
し
差
は
之
れ
あ
る
も
、
共
に
宇
霜

の
問
題
を
上
局
の
問
題
こ
し
て
絡
冒
し
た
こ
こ
ろ
な
皆
考
へ
比
べ
れ
に

相
似
鮎
の
蝕
う
に
甚
だ
し
い
の
に
驚
《
ば
か
血
で
あ
る
。
今
日
大
ハ
ー

シ
ェ
ル
の
残
置
百
年
、
η
ハ
ニ
あ
に
わ
が
「
二
十
世
記
の
ハ
ー
シ
ェ
ル
」
を
・

失
ふ
た
こ
ご
は
墨
壷
の
祀
め
に
、
何
等
か
の
意
昧
が
あ
っ
て
然
る
べ
き

か
ご
も
思
（
る
。
（
一
九
二
二
・
六
●
二
）

　
　
　
　
　
九
　
月
　
の
　
天
　
象

太
陽
　
九
月
中
太
陽
の
赤
纏
は
十
時
四
十
分
か
ら
十
二
噂
二
十
入
分
に
増
し
、
赤

　
緯
は
北
八
時
廿
九
分
か
ら
爾
二
度
五
十
允
分
に
擬
移
す
る
．
・
三
差
ぽ
二
日
に
零

　
“
」
な
り
そ
れ
か
ら
十
時
七
分
迄
増
加
す
る
。
入
日
午
后
七
時
白
露
節
∪
二
十
四

　
甘
午
前
五
時
秋
分
G
太
陽
は
赤
道
を
頬
過
し
、
黄
道
十
二
宮
の
最
初
の
秋
り
宮

　
な
る
天
秤
宮
に
入
る
、
）
二
十
一
日
午
后
一
時
三
十
入
分
皆
既
日
蝕
と
な
う
が
我

　
國
で
は
観
墓
不
能

月
　
六
日
午
后
四
時
四
十
七
分
水
瓶
座
ラ
ム
ゲ
星
附
近
で
今
月
、
十
四
H
午
后
七

　
時
百
分
牡
牛
座
ア
現
プ
ア
星
目
ア
ル
テ
バ
ラ
ン
）
の
西
方
で
下
弦
月
．
廿
一
日
午

　
后
「
時
三
十
入
分
新
月
、
廿
入
日
午
前
七
時
四
十
分
射
手
座
廿
一
番
星
の
櫓
北

　
山
万
で
上
一
弦
月
、
入
日
午
前
一
二
時
逡
地
黙
に
至
り
、
　
十
一
日
午
后
三
時
近
地
酢
醐

　
に
來
る
、
＋
三
日
午
后
入
畦
四
十
七
分
か
ら
五
†
七
分
蓬
に
牡
牛
座
首
星
（
ア

　
ル
デ
認
ラ
ン
」
を
．
十
山
ハ
ロ
μ
牟
后
甲
山
ハ
畦
十
一
二
八
刀
か
ら
七
麻
．
十
・
七
分
迄
に
讐
ツ
ナ
肱
慨



夏76

　
ラ
ダ
ム
星
を
．
二
＋
九
日
午
前
＋
日
並
加
ら
＋
二
時
＋
四
分
迄
に
射
手
座
・
一

　
星
を
掩
廠
ず
る
－

水
星
　
十
五
b
に
赤
経
十
三
時
二
分
．
赤
緯
萌
童
言
五
十
“
二
分
即
ち
乙
女
座
に
あ

　
り
。
八
日
午
后
九
時
土
星
ど
合
、
．
十
日
午
后
十
二
時
蓮
日
動
脚
通
過
〇
二
十
日
午

　
肩
入
時
太
陽
の
東
方
二
十
六
度
二
十
分
の
最
大
離
隔
に
逮
す
る
が
、
地
李
線
に

　
近
く
て
齪
測
、
嘱
る
に
不
便
し
二
十
一
1
1
争
后
九
時
木
星
の
南
四
三
十
三
分
に
て

　
木
星
ザ
、
ム
q
、
二
十
一
こ
1
1
午
萌
六
時
三
十
一
分
刀
の
南
五
度
二
十
九
分
に
て
下
鼓

　
日
月
巴
へ
u
O
准
月
山
」
の
距
離
⊥
ん
弔
レ
ね
一
系
四
十
山
ハ
万
り
四
目
f
T
鍛
工
・

金
星
　
十
五
日
に
赤
煙
十
四
畦
十
九
分
．
赤
緯
南
十
七
度
一
分
即
ち
乙
女
座
と
天

　
秤
座
、
こ
の
壇
隅
界
の
所
に
濁
り
、
十
亀
田
n
ロ
弓
柄
剛
入
時
に
↓
八
口
吻
の
宙
ぺ
方
最
大
離
隔
ご

　
な
U
．
太
陽
ミ
の
距
離
は
四
十
六
度
二
十
四
分
ピ
な
る
、
十
六
日
午
前
十
↓
時

　
濾
日
黙
u
二
十
四
日
午
后
四
†
二
刀
の
南
七
度
四
十
入
分
に
て
下
塵
月
ざ
成
解

　
十
五
日
頃
に
は
H
二
二
一
昨
三
十
分
で
地
李
線
に
入
ろ
　
光
度
は
資
四
等
で
前

　
邦
の
噌
、
三
倍
に
増
加
す
る
。
望
遠
鏡
で
見
れ
ば
上
鼓
の
月
の
如
く
で
あ
る
、

火
星
幽
妙
H
に
は
赤
経
肝
入
畔
五
分
．
赤
緯
南
．
…
＋
六
慶
三
＋
七
分
即
ち
手
射

　
座
に
あ
η
c
其
光
度
は
今
や
員
．
し
、
四
等
に
落
ち
た
か
、
末
だ
射
手
座
に
於
け

　
る
光
輝
強
き
星
で
あ
る
こ
現
衣
輔
日
五
十
万
哩
の
割
合
で
地
球
か
ら
蓮
ざ
か
り

　
つ
》
あ
る
が
十
五
日
に
は
七
千
丑
百
七
万
九
干
哩
で
あ
る
v
十
九
日
乍
前
九
時

　
幽
閉
方
最
大
日
心
噛
土
魂
…
度
．
二
十
入
日
午
・
后
九
購
十
・
四
分
月
の
南
入
度
八
一
分
で
下

弛
月
ご
合
」

木
星
　
十
五
H
に
は
赤
純
十
三
時
二
十
分
．
赤
緯
南
七
度
十
六
分
に
て
乙
女
座
に

　
あ
り
太
陽
は
迅
遽
疸
付
き
來
る
が
、
木
星
は
日
浸
後
一
時
間
で
水
竿
線
下
龍

　
没
す
ろ
・
十
七
“
ス
じ
力
雇
の
北
三
度
の
所
に
來
↓
て
回
廊
ご
合
こ
な
ろ
し
光

　
度
は
ス
ビ
カ
ロ
星
の
十
位
四
、
二
十
三
口
午
前
五
時
七
分
n
月
の
南
方
一
昨
・
二
分
に
て

　
下
弦
月
と
合
評
．
距
離
五
億
入
千
五
百
三
十
九
万
入
千
山
Q

土
星
十
五
日
に
ほ
赤
土
十
ニ
レ
三
十
四
分
．
赤
緯
南
一
時
十
七
分
即
ち
乙
女
座

　
に
あ
り
・
太
陽
は
蓮
か
に
土
星
を
追
及
し
つ
〉
あ
り
、
、
土
星
は
十
五
H
に
は
日

　
浸
後
三
十
玉
壷
に
し
て
地
準
線
下
に
入
ろ
、
二
十
二
日
午
前
九
時
下
號
月
と
合

　
ハ
刀
の
北
一
度
廿
四
分
で
U
二
十
三
日
に
は
乙
女
座
ガ
ン
マ
回
り
南
四
十
秒
で
同

　
星
ご
合
e
然
し
地
主
線
に
辛
い
の
で
見
に
く
い
¢
上
星
の
距
離
は
九
億
七
干
五

　
百
門
五
十
山
隅
一
禺
ル
』
千
・
闇
咋

天
王
星
　
十
五
日
に
は
赤
経
二
十
三
昨
五
十
二
分
、
赤
緯
直
入
度
七
分
即
ら
水
瓶

　
座
ラ
ム
ダ
星
の
近
く
を
逆
行
中
で
あ
る
、
五
日
午
后
入
昨
太
陽
ε
衝
、
六
日
午

　
后
四
畦
一
分
下
験
月
と
合
〔
月
の
南
二
度
三
十
四
発
で
）
距
離
は
十
七
慮
七
＋

　
三
百
四
十
八
万
七
干
乞
い

海
モ
星
　
十
五
一
1
に
は
赤
郷
九
牌
十
八
分
、
赤
緯
北
十
五
購
五
十
三
分
．
本
月
申

　
は
蟹
座
ピ
獅
子
座
の
間
を
運
行
中
で
あ
る
が
地
不
線
下
に
な
っ
て
み
る
．
、
．
、
入

　
日
午
后
十
N
畦
十
皿
分
下
弦
刀
ど
合
n
刀
の
北
三
度
五
十
】
分
で
ワ
距
離
は
二

　
十
へ
億
七
千
一
百
三
十
三
萬
五
千
萬
哩
、
、

流
星
群
先
月
よ
り
本
月
中
ベ
ル
セ
ウ
ス
座
エ
ブ
シ
・
ン
青
り
附
近
と
、
牡
羊
座

か
ら
流
星
が
現
は
れ
る
．
£
ブ
シ
・
ン
、
譜
ヒ
ウ
ス
の
方
は
＋
五
日
に
，
牡

　
羊
座
り
方
は
二
十
叫
日
に
最
6
多
く
出
現
す
る
が
著
し
く
は
な
い
、
）
n
工
生
）

7
ル
ゴ
ー
ル
の
最
小
隈
の
推
算
〔
中
村
塩
）

　
　
ご
日
　
　
午
前
五
・
一
時
　
　
　
廿
五
日
　
　
午
前
三
・
六
時

　
　
五
日
　
同
率
八
時
　

廿
入
H
　
同
O
．
四
時

　
　
心
日
　
午
後
一
〇
毛
博
　
　
　
舜
　
日
　
　
午
后
九
．
二
時



　
　
　
　
　
編
輯
室
よ
り

▽
八
、
九
月
を
合
本
こ
し
て
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
記
念
號
を

幽
す
ご
ミ
は
七
月
號
に
豫
告
致
し
ま
し
だ
○
ざ
て
編
輯

に
か
》
る
ピ
意
外
の
幽
來
事
の
爲
め
」
に
差
十
1
1
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

を
冷
渥
れ
ま
し
搾
。
其
一
つ
は
印
刷
所
の
過
失
で
重
要

な
部
分
の
原
稿
を
二
つ
陀
事
で
あ
り
ま
す
。
之
が
爲
に

山
本
助
教
授
の
「
お
別
れ
に
臨
ん
で
」
，
は
掲
　
載
す
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

が
出
楽
な
か
っ
た
事
を
同
氏
に
お
詫
び
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
づ

な
り
ま
せ
ん
Q
他
は
同
教
授
の
「
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
回

顧
」
の
原
稿
十
五
日
に
到
着
し
だ
爲
め
で
．
あ
り
ま
し

海
O
し
か
し
難
産
で
あ
っ
た
此
の
號
む
や
つ
ご
諸
氏
に

見
塾
す
る
山
回
が
出
來
ま
し
だ
の
は
不
幸
中
の
幸
で
あ
，

り
ま
す
u

》
十
一
月
門
頃
よ
り
正
規
に
回
復
す
る
筈
で
あ
り
ま
す
O

何
卒
卜
者
曲
諮
氏
の
御
寛
容
を
μ
乙
ふ
次
第
で
あ
9
一
ま
ず
い

盆
山
本
助
教
授
夫
妻
は
九
月
十
一
“
午
后
入
毛
五
十

二
分
京
都
御
出
［
嚢
、
多
帆
鰍
の
名
士
、
學
生
、
天
丈
同
好
曾

員
等
の
見
出
の
中
に
御
東
上
、
十
四
H
富
山
丸
に
て
御

幽
帆
ア
メ
リ
カ
に
向
は
れ
た
、

▽
本
會
…
の
創
立
以
來
一
方
な
ら
ぬ
御
援
助
を
班
員
へ
ら

れ
だ
躍
起
人
の
一
人
に
し
て
執
筆
者
た
り
し
古
川
龍

城
氏
は
京
都
大
釜
宇
宙
物
理
教
室
助
手
よ
り
東
京
天

盛
ム
”
技
手
に
御
榮
輔
、
九
十
十
三
日
午
前
十
時
京
都
騨

登
汽
車
に
て
御
赴
任
の
途
に
着
か
れ
ま
し
だ
。
銭
に
就

意
を
表
し
ま
す
、
、

　
　
　
事
務
室
よ
り

彫
塑
費
を
集
め
る
爲
め
に
晶
剛
金
切
の
ス
タ
ン
プ
を
押

し
ま
し
れ
が
掛
り
に
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
だ
O
そ

れ
で
九
月
迄
の
単
費
を
集
金
郵
使
で
取
り
だ
て
始
め

ま
し
泥
、
御
承
知
置
き
下
膨
れ
ま
し
て
御
支
軸
を
願
ひ

ま
す
、

盆
天
m
介
の
弊
讐
號
山
。
1
、
5
、
9
、
の
三
士
の
御
不
規
の
崩
万

が
あ
り
解
し
た
ら
9
ん
な
汚
れ
て
み
て
あ
仁
愛
で
お

買
ひ
受
け
致
し
ま
す
Q
細
氷
・
御
噌
報
下
さ
い
Q

　
　
　
天
文
同
好
會

本
　
　
部
　
　
京
都
帝
國
大
賀
　
　
　
　
　
天
文
毫

同
志
祉
支
部
　
京
都
市
同
志
戚
大
呼
内
　
　
　
飯
義
需
習

京
駐
小
學
教
員
支
部
京
都
市
富
有
小
學
校
　
内
山
舐

洛
南
支
部

伊
都
支
部
　
京
師
市
錦
小
路
油
小
路
東
青
池
喜
代
藏

　
　
　
　
　
京
都
唾
し
本
松
五
辻
下
ル
河
絹
篤
」
塩

西
田
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
堀
榮
三
郎

三
高
支
部
　
京
都
市
第
三
高
等
恥
曝

ナ
阪
支
部
　
大
阪
ゆ
南
湖
盤
町
｝
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
童
文
化
協
曾

瓢牌

ﾋ
支
部
　
三
戸
市
榮
町
五
ノ
六
八
　
　
渡
邊
　
定
肋
甲

明
石
支
部

甲
醜
支
部
　
兵
庫
縣
尼
崎
市
高
等
女
學
三
木
付
孝
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
・
皇

岡
山
支
部

　
　
　
　
　
馬
事
市
門
田
二
十
…

名
古
屋
支
部
名
古
屋
市
褻
匝
4
1
芳
野
町
労
三
野
酒

塩
H
支
部

　
　
　
　
　
長
野
縣
上
田
市
高
等
女
子
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
澤
登
馳

長
野
支
部

　
　
　
　
　
長
野
市
長
野
小
墨
一
本
乱
黒
岩
魁
［
耶

高
水
支
部
長
野
縣
下
高
井
郡
瑞
穂
小
心
校
宮
川
周
泊

怪
本
支
部

　
　
　
　
　
長
野
縣
松
本
市
築
摩
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
條
清
人

諏
訪
支
部

　
　
　
　
　
長
野
縣
上
諏
訪
中
甲
板

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
澤
勝
衡

廣
島
支
部
　
廣
蔭
市
研
屋
町
五
一
　
　
　
熊
野
徳
h

九
州
支
部
幅
岡
縣
・
’
・
牟
田
市
絶
望
町
　
身
賀
和
責

楚
什
乱
心
紅
摺
欄
（
．
償
金
十
五
銭
郵
税
金
五
厘
）

　
　
　
　
京
都
帝
國
大
學
天
文
」
塁
内

　
）
編
輯
翠
雲
行
者
　
天
文
同
好
曾

　
天
凧
刈
　
　
　
　
　
　
　
鎚
恢
替
．
蝉
一
金
大
阪
五
山
ハ
七
山
一
五
鮎

　
蒙
廿
右
代
表
者
　
　
　
　
山
　
　
本
　
　
　
一
　
清

　
一
號

　
　
　
　
　
　
　
大
阪
市
纏
冨
市
面
町
三
五
五

　
（
L
岬
潤
湧
ー
ー
ー
－
太
腸
卵
刷
株
式
會
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
　
　
　
〉
糧
ノ
〉
、
「
、
…
赴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
京
橋
銀
座
尾
張
町

　
　
費
捌
所
　
丸
定
着
式
禽
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
．
京
都
　
大
阪
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
鰐
．
臨
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
署
　
　
波
　
　
書
　
　
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
御
田
裏
脾
保
恥



　
　
望
遠
鏡
輪
入

　
　
　
（
天
文
同
好
鍵
“
よ
り
委
囑
さ
れ
ま
し
た
）

左
の
條
件
に
て
英
國
り
二
曾
肚

♂
く
．
O
コ
≦
「
，
く
勲
　
n
ρ
℃
『
↓
O
　
竃

）
「
「
∩
工
あ
O
Z
勲
∩
o
ご
r
↓
O
．
‘
に

注
文
し
て
取
寄
せ
當
肚
に
て
蓮
総

中
の
事
故
を
保
回
し
て
元
全
翻

を
お
届
け
し
ま
て
○

定
慣
は
爲
替
鵜
培
の
墾
動

が
あ
り
ま
す
か
ら
概
算

証
し
、
そ
し
て
代
金
は

注
交
電
同
註
時
に
前
金
　
　
　
　
　
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凝

に
て
當
耐
へ
お
支

彿
ひ
を
願
ひ

ま
す
○

現
品
は
御

注
文
後
約

四
ケ
月

か
、

り
ま

す
○
　
　
ぬ
．
、

慨
筑

定
　
慣

一一毎

門
鋤

一
翌
箇
．
二

誌
・
駕
囁
へ
、

　二三

清吋吋讐
現

量金金

覆武
1百皇
軍

　　拾
　千弄

大
正
九
年
十
一
．
“
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
脇
認
可
毎
月
一
瞬
二
十
五
n
ロ
襲
行
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